
【いい川情報（私のまちのいい川自慢、見どころ 等）】 

【応募理由】 

可児川に秋の柿と赤い電車 （岐阜県御嵩町）  

 町の中央部を東西に流れている可児川。里山と平野が接するこの町は、古くから豊かな自然の恩恵を受け、多種多様な野生生物たちとともに暮
らしてきました。また、可児川沿いにある御嶽宿は、古くは主要街道中山道の宿場町として、願興寺（がんこうじ）の門前町として発展してきた地区で
す。 

 この赤い電車の沿線には、２つの高校があり、高校生の大切な交通手段となっておりますが、利用者は減少傾向にあり、存続が危ぶまれています。
今後、可児川をはじめ、里山や町の随所に残されている史跡等を広く周知することで、電車での来訪者を増加させ、賑わいを創出するためです。 

【問い合わせ先】 

 御嵩町まちづくり課まちづくり推進係 
  電話：０５７４-６７-２１１１（内線２２３５） 

【撮影者、撮影場所、時期、時間 等】 

御嵩町役場企画課撮影  
岐阜県可児郡御嵩町顔戸地内 顔戸鉄橋 （可児川） 
平成２５年１０月 午前１１時ごろ 

御 嵩 町 （みたけちょう） 

「清流の国 ぎふ」 
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